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国内造船業への 
ＨＳＥマネジメント展開に関する提言 

- 海外の実例を通して - 
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ClassNK 経営者セミナー  

「外国人労働者を含む造船所等における 

安全衛生の確保に関する経営者セミナー」（第３回）  

 

２０１８年２月２７日（火）、２８日（水）、３月１日（木）、２３日（金） 



１．国内造船業への提言 

  （１） 性能・品質・安全の３点セットで世界をリードしよう 

  （２） 安全チームが顧客の前にでませんか 

  （３） 設計部門がもっと関与して欲しい 

  （４） 労働安全衛生法における設計者の義務 

  （５） デジタライゼーション、業界全体での協業 

２．提言の背景 

  （１） 品質と安全 

  （２） 造船所の安全 

  （３） 海外の造船所は先を進んでいる 

  （４） 安全パトロールに参加した感想、考察 

３．ＯＣＩＭＦ ＨＳＥ ガイドライン 

４． HSE PLAN 

    （１） HSE PLANは造船契約の仕様書のようなもの 

  （２） ＨＳＥ ＰＬＡＮ （中国でのＬＮＧ建造船の例） 

  （３） ＨＳＥ ＰＬＡＮ （韓国造船所の例） 

５．韓国造船所で始まった安全基準の統一化 

  （１） 背景 

  （２）共通の基準書 

  （３） ＫＳＳＳ 基本理念 

６．ハーネス型安全帯 

  （１）ハーネス型安全帯の早期導入を 

  （２）安全帯による宙吊り体験 

７．メーカーの安全管理 （セミナー資料を参考に再点検を） 

＜参考資料＞  

Ａ．中国でのＬＮＧ船建造例 

  ・Ｐｒｏｊｅｃｔ ＨＳＥ Ｐｌａｎ 

  ・Ｓａｆｅｔｙ Ｍｏｍｅｎｔ 

  ・リーダーシップ（安全活動の共有、ＫＰＩ、Ｏ＆Ｉ、ニアミス） 

Ｂ．Good Practice （中国の造船所を中心に、改善事例も含め） 

  ①ＰＴＷ（作業許可制度） 

  ②ＳＷＡ（作業停止制度）  

  ③フルボディハーネス 

  ④ＰＰＥ（安全保護具） 

  ⑤足場 

  ⑥舷側の足場、桟橋（安全ネット） 

  ⑦安全通路、バリケード 

  ⑧フォークリフト  

  ⑨電気作業、ＬＯＴＯ 

  ⑩緊急時の安全、その他 

  ⑪切断定盤のヒュームの改善 

  ⑫啓蒙活動（看板、ポスター、標語） 
 

目次 
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１．国内造船業への提言：（１）（２） 

（１）性能・品質・安全で世界をリードしよう！ 

 １）性能・品質が「売り」、安全は補助役・内部の活動だった（効率化、品質改善の一環）。 

 ２）オイルメジャー（ＯＣＩＭＦ）から見れば、安全は契約の第一条件（安全管理の見える化）。 

 ３）安全管理も「売り」（付加価値）になる。 

 ４）人材確保、即ち、女性・若者・外国人就労者に「安全、安心な製造業」を売りにできる。 

 

（２）安全チームも顧客の前に出ませんか！ 

 １）顧客へ安全の見える化とアピール 

   ＨＳＥ ＰＬＡＮ提供、Safety Moment, 安全活動報告 

 ２）船主・船級との日々の打合せに、安全の話題、検査に向けた安全確認を追加 

 ３）船主・船級と定期的なＨＳＥ会議（週、月） 

 ４）船主・船級と合同で定期的な安全パトロール（第三者からの目、意見） 

3 



（３）設計部門がもっと関与して欲しい！ 

 １）共通の目的は効率化、危険作業の排除 

 ２）造船の二大リスクは高所と閉所（高所作業と閉囲区画） 

   建造初期から竣工間際まで、各種各様の足場・高所作業、タンクや機関室など閉所での作業。 

   その環境下での、溶接（ＣＯ、ＣＯ２：空気より重い）、塗装作業（有毒ガス）、艤装作業。 

 ３）設計やプラクティスを変えれば、仮設の安全設備を省略できる、効率化できる。 

   安全設備（規則）と本船設計の最適化を図る（乗組員にも優しい）。 

   例１）足場レスを目指す。ユニット足場・昇降設備の導入（内業、外業） 

   例２）機関室の開口部にコーミング（幅木に相当）を設ける、ハンドレールや傾斜階段に中さんを。 

（４）労働安全衛生法における設計者の義務（第３条） 
  『（前略） 機械、器具その他の設備を設計し、製造し、若しくは輸入する者、原材料を製造し、若し 

  くは輸入する者又は建設物を建設し、若しくは設計する者は、これらの物の設計、製造、輸入又は 

  建設に際して、これらの物が使用されることによる労働災害の発生の防止に資するように努めな 

  ければならない。』 そして、規則違反には罰則があります。  

１．国内造船業への提言：（３）（４） 
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（５）デジタライゼーション、業界全体での協業 

 １）安全への投資は生産性改善、効率化への投資。 

 ２）ＨＳＥマネジメント強化によりＰＤＣＡが回る ⇒設計改善、品質改善、効率ＵＰ 

 ３）デジタライゼーションによる安全管理の見える化、効率化ができないだろうか？ 

   業界の安全基準の統一化、ガイドライン作成、バーチャル教育・訓練 

   ＰＴＷ、出入口（名札）、ガス濃度などの管理ツールやＩＣタグの利用、ドローンの利用 

 ４）業界全体で情報の共有 

   Good PracticeやLesson Learnedの共有と切磋琢磨。 

   海外情報の収集。 

   厚労省通達、新基準の周知、早期適用。 

 ５）安全安心な製造業へ 

   建設業もハイリスク環境だが、造船業も同じくらいハイリスク環境。 

   デジタライゼーション利用による安全安心な製造業へチャレンジ。 

１．国内造船業への提言：（５） 
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（１）品質と安全 
 ・建造中の品質： 船級検査、船主検査にパスしないと次工程に進めない、性能・品質保証 
 ・運航船の品質： 船級規則や国際条約があり、違反すれば証書が出ない、オフハイヤー 
 ・運航船の安全： ポートステートコントロール（ＰＳＣ）、国際規則（ＳＭＳ）、傭船者による監査 
            （Ｖｅｔｔｉｎｇ）など、外部からの厳しいチェック、評価を受けている。 

（２）造船所の安全 
 ・船級検査、船主検査のような日常的な外部（第三者）による検査はない 

   ⇒ 法令違反、基準違反をしていても、気づかなければ工程は進む 

      造船所の安全管理者による基準作り、作業前点検、パトロールに依存 

 ・作業員へ依存しすぎてないか 

     ⇒  ベテランのうっかり事故、若者や外国人の知識・経験不足による事故も多い 

 ・ヒューマンエラーは必ず起こる 

   ⇒  深層の原因は経営者の責任、管理システムのエラー （フランク・バード理論）         

            重大事故をいかに未然に防ぐかが問われている 

（３）海外の造船所は先を進んでいる 
 ・韓国やシンガポールではＨＳＥマネジメントは当たり前 （修繕ヤードも同様） 

 ・韓国では安全基準の統一化が始まった 

２．提言の背景： （１）（２）（３） 
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（４）安全パトロールに参加した感想、考察 （造船所により差はありますが） 

 １）パトロールに対する目標、課題が不明確 

   行動（リーダーシップ）で示す。 データで示す（ＫＰＩの利用）。 

 ２）規則・基準違反を見逃している 

  ・基本の不徹底 （３Ｓ・三定、安全通路、空中布導、ゴミ箱・パレットの積み過ぎ） 

  ・足場の不安全設備、安全帯フック掛け、ＰＰＥ（手袋、メガネ） 

  ・閉囲区画の出入口管理やガス管理 （名札、ガスホース管理、酸素・一酸化炭素濃度）。 

  ・切断定盤のヒューム排煙の不良 （内業工場の環境悪化、うす暗い工場） 

 ３）安全管理やハイリスク作業管理が外部の者に見えない不安 

  ・顧客向けのＨＳＥ ＰＬＡＮがない、安全のしおりが表面的。 

  ・ＰＴＷ（Permit To Work：作業許可制度） が適用されていない、中途半端。 

  ・ＳＷＡ（Stop Work Authority:作業一時停止制度）が明確でない。 

２．提言の背景：（４） 
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５０ページ程、新しいものは少ない。重要事項、見慣れない言葉を列記してみました。 
 

・ＨＳＥマネジメントは造船所選定の最重要事項（２．１、２．８） 
・ＨＳＥマネジメントシステム、ＨＳＥ ＰＬＡＮ、インターフェースドキュメント（２．１、２．２、２．３） 
・作業停止制度（ＳＷＡ）、船主監督への権利付与（２．２） 
・船主監督参加による定期的安全パトロール（２．２） 
・定期的ＨＳＥ報告書（２．４）、事故、ニアミス、再発防止策の共有（２．４） 
・安全配置図の掲示（消火栓、消火器、安全具、トイレ、集合場所、避難経路、等）（２．５） 
・作業許可制度（ＰＴＷ）（２．７） 
・緊急対応計画（２．９、３．６）、避難訓練（船主も参加）（３．６）、海上試運転時の避難訓練（４．１．２） 
・ＨＳＥキックオフ会議（３．１）、定期的 ＨＳＥ会議（毎日、毎週、毎月）（３．４） 
・作業・工程掲示板の掲示（作業場所、種類、作業者名、作業時間、作業許可、等）（３．９） 
・本船へのアクセスは２ヶ所以上（両舷または船首尾）、桟橋に安全ネット、避難経路の照明（３．８） 
・足場、ステージ（タグシステム, Scaff-Tag）（３．１４） 
・閉囲区画の管理（酸素・有毒ガスの管理、名札、出入口管理）（３．１６、３．１７、３．１８） 
・Appendix D：Check List 
  ガス管理、火災対応、ハウスキーピング、吊り具、液体積込・移送（燃料油、潤滑油）、 
  作業許可制度（ＰＴＷ）、足場（ハンドレール耐荷重100kgf,  ハーネス、木製足場禁止）、現場の安 
  全、修繕ドック（酸素濃度２１％）、火気作業、非ガスフリー、テスト前点検、ＦＡＴ 

３．ＯＣＩＭＦ ＨＳＥガイドライン 
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１）ねらい 
・契約先や関係者、ステークホルダーへのアピール、見える化。 
・法令順守、規則順守へのアカウンタビリティ。 
・造船所の安全管理を体系的に整理、網羅し、顧客や第三者へ約束するもの。 
 
２）仕様書とＨＳＥ ＰＬＡＮの比較 
 ・実行書類     仕様書             ＨＳＥ ＰＬＡＮ 
 ・目的      性能・品質（保証）       安全管理（自主的活動） 
                          欧米船主向け、ＬＮＧ船では造船契約の一部 
 ・契約相手   船主（造船契約）    従業員、協力会社、メーカー（就労規則、請負契約） 
 ・規則       ＩＭＯ、船級規則       国内法令（労基法、安衛法、安衛則、酸欠則、等） 
 ・管理システム  ISO9001、社内基準     OHSAS（ISO45001）、ISO 14001、社内基準 
 ・製造      設計図、工作図      区画・作業別の社内基準（足場、閉囲区画、危険物、等）   
 ・検査            船級・船主検査              安全パトロール、ＰＴＷ（作業許可制度） 
 ・試験 、訓練      ＦＡＴ、海上試運転   工場での避難訓練、海上試運転時の避難訓練 

４．ＨＳＥ ＰＬＡＮ  
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４（１）ＨＳＥ ＰＬＡＮは造船契約の仕様書のようなもの 



１）理念、方針、目標、経営のコミットメント 

２）組織、責任所掌、教育、訓練計画 

３）広報、表彰制度 

４）コミュニケーション、定例会議 

５）事故管理（ニアミスや事故の共有と報告、原因分析と再発防止） 

６）リスクアセスメントとリスク管理 

     高所作業、足場、閉囲区画、火気工事、クレーン、交通、電気、ガス管理、塗装、 

   Ｘ線、圧力テスト、ツール、ハウスキーピング、ＰＰＥ（安全装具）、作業許可制度(PTW)、 

   化学品、サブコン管理、監査、検査、保安、環境保護、医療健康、緊急対応、 

   作業停止制度(SWA)、Ｏ＆Ｉ（不安全行為、環境の報告）、など 

   本船特別管理項目（コミッショニング、ガステスト、Ｎ２ガス、アルゴンガス、など） 

７）事故や教訓の落とし込み（Lesson Learnedの蓄積）や啓蒙活動、など 

  ＊造船所は情報を開示しよう、船主と共に安全文化を築こう。 

４（２）ＨＳＥ ＰＬＡＮ（中国でのＬＮＧ建造船の例） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート





４（３）ＨＳＥ ＰＬＡＮ  （韓国造船所の例） 
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・大手３社はオイルメジャーや欧米船主の建造船を多数受注し、ＨＳＥマネジメントを導入 

・近年は海洋（オフショア）に参入、より厳しいＨＳＥマネジメントシステムを導入 

   オフショア＝大型で複雑な艤装、高電圧、高圧力 

・不況のあおりで、作業員の移動が増加 （オフショアと商船の間、造船所と造船所の間） 

・オフショアと商船、各造船所にてＨＳＥマネジメントシステムが異なることから、災害が増加 

・オイルメジャーと船主が集まり、大手３社に安全基準の統一化を提案 

・２０１５年９月、安全基準の統一化（ＫＳＳＳ）プログラム発足 

  ＫＳＳＳ：Ｋｏｒｅａｎ Ｓｈｉｐｙａｒｄ Ｓａｆｅｔｙ Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚａｔｉｏｎ 

  参加２６社（造船大手３社、ＫＯＳＨＩＰＡ（韓国造工）、オイルメジャー、オフショア・商船船主） 

・２０１６年１０月、ＫＳＳＳ基準書作成完了（Ｐｈａｓｅ Ｉ） 

・２０１７年、ＫＯＳＨＩＰＡがリーダーとなり、大手３社の現場への導入を開始  （Ｐｈａｓｅ ＩＩ） 

・２０１８年、大手３社への導入完了を目指す （現状は、造船不況継続により遅れぎみに進捗）。 

・ＫＯＳＨＩＰＡは並行して、韓国造船業界全体への展開を目指す 

５．ＫＳＳＳ：韓国で始まった安全基準の統一化 
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５（１）ＫＳＳＳの背景 



① GSM (General Safety Management) 一般基準 
  ・Safety Intervention Authority (= Stop Work Authority. 全員に作業停止の権利） 
    ・Observation & Intervention Card （不安全環境・作業の通報カード） 
② PTW (Permit To Work) 作業許可制度 
  ・足場・高所作業、閉囲区画、火気作業、ブラスト・塗装作業、Lock Out/Tag Out (LOTO) など 
③ WAH (Work At Height) 高所作業 
    ・フルボディハーネスのみ（胴ベルト型安全帯は禁止）、６Ｍ以上の高所は２丁掛け 
  ・フルボディハーネスには自己救助ストラップ (Suspension Trauma Strap) を装着 
  ・ハンドレール高さ≧1,000mm±10%、鋼管径≧48mm 、強度≧100kgf、幅木≧150mm 
④ Scaffolding 足場作業 
   ・設計されていること。全ての昇降口にタグ（Scafftag）を掲示。定期点検は７日毎 
⑤ CSE (Confined Space Entry) 閉囲区画 
  ・酸素濃度が20.9%から外れる場合は安全対策を講じる。安全な濃度は19.5%～23.5% 
  ・酸素などガスの作業前、作業中の濃度計測、モニタリング 
  ・ＰＴＷ（作業許可制）、ワッチマン、出入口のタグ、緊急時の警報や避難脱出（含、ドリル） 
⑥ LRH (Lifting, Rigging & Hoisting) 吊り作業、玉掛け 
  ・機器毎の安全装備（バンパー、リミットスイッチ、警報、標識や色）の統一化 
⑦ Safety Training 安全訓練 
  ・記録をデータベース化 （他の造船所へ移動しても検索可能、トレーニングの重複を避ける） 

５（２）ＫＳＳＳ 共通の安全基準書（７項目） 
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５（３）ＫＳＳＳ 基本理念（リスクアセスメントによる安全対策の順位） 

低減効果 
大 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

低減効果
小 

＜予防的手法＞ 

１．リスクの除去 (Elimination)：危険源やリスクの除去。 

   例：作業の見直し。別の場所で行う。静かな時間で行う（昼休み、休日など）。 

２．代替 (Substitution)：代替手段をとる。 

  例：事故を引き起こしにくい材料、作業プロセス、作業プラクティスに替える。 

３．隔離 (Isolation)：作業場所と危険源を分離する。 

  例：配管の盲板、立入禁止バリケード、仮設の壁・覆い。 

＜保護的手法＞ 

４．工学的対策 (Engineering Controls)：作業者と危険源の間にバリアを設置。 

  例：レントゲン室、受電設備、本船の高電圧トランスなどを金網で仕切る。 

５．管理的対策 (Administrative Controls)：作業者の能力を高める。 

  例：基準や手順を変える、訓練、専門家の配置。 

６．保護具 (PPE)：ハーネス、安全メガネ、耳栓、作業に適した装備・服装。 
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６．ハーネス型安全帯 

１．厚労省 
  安衛則の安全帯をハーネス型とする方向で検討中  
 

２．欧米、韓国の造船所では胴ベルト型安全帯は禁止 
 

３．胴ベルト型禁止の理由 
  ・墜落時の衝撃荷重で内臓破裂例あり 
  ・墜落時の衝撃でベルトから抜け、頭部からの墜落例あり 
  ・宙づり後に、救出されるまでの間、大きな苦痛を受ける 
  ・宙づり後に、低酸素脳症による死亡例あり 
 
 例）２０１３年、電力会社の「鉄塔移動の訓練中」に墜落、宙吊り、 
   １０分後意識不明、３０分後救助されるも死亡（上図）。 

４．自己救助ストラップ（Suspension Trauma Strap）の導入 

  ・ハーネス型では効果大 ～ 宙吊り後、直立可能、助かる 

  ・胴ベルト型では装着が難しい ～ 宙吊りから直立できない 

５．オンサイトレスキュー （On Site Rescue) の準備、訓練が必要 

 

６．宙吊りになる確率は小さい、しかし起きてからでは遅い 
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６（１）ハーネス型安全帯の早期導入を– 専門化からの提言（２０１７年２月～３月 ＮＫ安全セミナー）  



６（２） 安全帯による宙吊り体験 

左上： 

胴型安全帯は危険な場所へ
行かないように行動を抑制す
る役割。 

左下： 

ハーネスと自己救助ストラップ 
(Suspension Trauma 
Straps) 

右上： 

胴型安全帯での宙吊り体験。
起き上がれない、苦しい。スト
ラップも掛けられない。 

右下： 

比較的容易に起き上れる。ス
トラップを掛けると、姿勢は安
定し、大腿部の血流も問題な
く、救助されるまで待てる。 

自己救助
ストラップ 
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７．メーカーの安全管理 （セミナー資料を参考に安全基準の再点検を） 

・工場の安全設備や安全作業、技術サービス員への安全教育の定期的点検。 

・ＯＨＳＡＳ（ＩＳＯ）取っていればＰＤＣＡが回しやすい、安全管理の見える化ができる。 

・品質のみならず安全でもLesson Learned （苦い経験の共有、反映）によるフィードバックを。 

（１）工場試験（ＦＡＴ：Factory Acceptance Test） 

 １）オイルメジャーにとっては、工場の安全も監査事項のひとつ。 

 ２）ＯＣＩＭＦ ＨＳＥガイドラインの要求事項（特別なものはなし） 

    救急道具、電気ショック防止、火災など緊急時の対応、足場やハシゴの点検、吊り具の検査、照明、 

    圧力テスト（水圧、油圧）の点検、機器類の安全設備の作動確認、ＰＰＥ（作業に応じた装具）。 

      試験中の火気作業、塗装作業、ＮＤＴ（非破壊検査）の禁止、など。 

（２）メーカーエンジニアによる技術サービス、コミッショニング 

 １）会社の安全規則・基準（教育資料の整備、アップデート） 

 ２）就航船（訪船、修繕ドック）に対する安全教育・訓練 

 ３）新造船（インスペクター、コミッショニングエンジニア）に対する安全教育・訓練 

  ・造船所の安全体感設備を利用させてもらう 

 ４）ニアミス（ヒヤリハット）の報告、フィードバック体制 （本人 ⇔ 造船所、会社） 
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Ａ（１）建造の準備とプロジェクトＨＳＥプランの作成 
 ①国営造船所での艤装リッチなＬＮＧ船建造 
 ②傭船者（顧客）は欧米及び中国のオイルメジャー 
   ・安全への強い要求 ⇔ 油田・ガス田、リファイナリー 
   ・造船所の安全は傭船者・船主とWin-Winの関係 
   ・安全・安定輸送 ⇔ 品質・工程 ⇔ 建造中の安全 
   「安全なくして品質なし！品質なくして工程なし！」 

 ③建造着手前の実態調査 
  ・書類（規則、手順書）と現場の大きなギャップ、安全と品質の相関 
  ・弱いリーダーシップ （経営・管理者層から現場末端への浸透が弱い） 
  ・日韓造船所とのギャップを抽出、期待値を提示、継続的改善（ＰＤＣＡ）プログラムを提案 

 ④改善プログラムとＨＳＥプランの作成 
  ・改善プログラム、トレーニングプログラム、プロジェクトＨＳＥプランの作成 
  ・協力会社、ローカルベンダーの監査と改善 （改善期待できない会社は排除） 

  ・ＨＳＥ部門の組織変更による強化 （以前は製造部の下、今は工場長の直下） 

Ａ．中国造船所でのＬＮＧ船建造例 
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参考資料 



０．会議の前日に、管理者 

による安全パトロール 
 

１．初めての出席者がいる 

場合は、緊急時の避難方 

法を案内 
 

４．議事の最初はSafety  

Moment から (安全活動、 

教訓の共有） 
 

５．報告会の最初はHSE活 

動報告から 

その後、工程、品質、設計
などの議題へ 

 

Ａ（２）造船所・船主間の月例会議 

Agenda for Monthly Meeting 
Day 1: 12th Oct 2016, 13:00-  
            Management Safety Walkthrough 
Day 2: 13th Oct 2016, 10:30-  
            Monthly Meeting 
 
1.Safety Instruction (evacuation from the meeting room) 
2.Explanation of today’s agenda 
3.Opening Remarks 
4.Safety Moment 
5.Progress Report 
   (1) HSE 
   (2) Construction Progress 
   (3) Quality 
   (4) Engineering 
6.AOB (including next monthly meeting) 
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議題：House KeepingはＨＳＥマネジメントの根幹。持続可能な安全文化醸成のために。 

５Ｓから６Ｓへ：作業員は安全作業を願っている、管理職はリーダーシップを示そう！ 

６番目のＳ（相互注意）：お互いを注意しあえる風土作りへ。不安全を見たら、態度で示そう！ 

Ａ（３）Safety Moment （中国でのＬＮＧ船建造、月例会議の議題から） 
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「整理」   ：必要なものと不必要なものを分けること。 

「整頓」   ：何がどこにあるのかすぐ分かる状態にすること。 

「清掃」   ：清掃を通じて働きやすい職場を維持すること。 

「清潔」   ：衛生面に加え、３Ｓを行き届いた状態に維持すること。 

「しつけ」  ：教育や訓練に加え、４Ｓを指示を仰ぐことなく自ら率先し活動できる精神状態になること。 

「相互注意」：関係者が組織の垣根を越えてお互いに注意しあうこと。 

                 「ＳＷＡ」（Stop Work Authority, 作業停止制度）や「声掛け運動」なども同じ狙い。 

 

「三定」とは、誰でもすぐに見つけ、使え、戻せるようにモノの置き方を標準化し、習慣化すること。 

「定品」： 機器や道具などに品目表示をすること。 

「定量」： 置かれている品目の最大量と最小量を明示すること。 

「定位」： 所と番地を明示し、置き場を明確にすること。 



Management Walkthrough （管理職による安全パトロールの回数）、JSA（作業の
安全分析）の回数、PRA（作業者のリスクアセスメント）の回数、O&I（不安全注意報
告）の数、作業一時停止(Time Out = Stop Work)の数、など 

Ａ（４）リーダーシップ： 安全活動の共有（月次報告抜粋） 
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Ａ（５）リーダーシップ : 課題の抽出（月次報告抜粋） 

O&I（不安全注意報告）数の月次トレンドを示し、重点課題を確認 

（例）火気工事、ハウスキーピング（５Ｓ）、吊り具、が前月より悪化した 
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Project NEAR MISS Statistics as of 25/Dec/2016 

Ａ（６）リーダーシップ： ニアミス（ヒヤリハット）（月次報告抜粋） 

ニアミスは必ず起こる。作業員からの報告数の増加が課題。 

ニアミス報告は罰しない、感謝する。報告がないとＰＤＣＡが回せない。 
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Ｂ．Good Practice：①PTW （Permit to Work：作業許可制度） 

 下：CSE（Confined Space Entry）閉囲区画作業 

の例 

・許可の条件：照明、換気、足場、酸素濃度など 

・作業の実行：許可証と名札の掲示、見張り 

韓国造船所のPTWハンドブック （手帳） 
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シンガポールの造船所の安全手帳 

Ｂ．Good Practice：②SWA （Stop Work Authority：作業一時停止制度） 
韓国の造船所の安全手帳 

不安全作業を見つけた時に、作業を 

一時停止する権利を全員に与える。 

不安全作業を止めさせるのはあなたの責任。 
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本船クレーンのブームとモーターをロープに縛 

り、同時に吊り下げていた。 

ＳＷＡを発令し作業中断。手順違反を確認後、 

別々に吊り上げさせた。 

Ｂ．Good Practice：②SWA （Stop Work Authority：作業停止制度） 

罰する前に作業を中断して再教育、是正できたら作業を再開。 

足場ハンドレールの上に立ち、塗装作業をし 

ていた。  

ＳＷＡを発令し作業中断。足場を架設し直し 

フルボディハーネスを着用の上で作業再開。 
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Ｂ．Good Practice：②SWA （Stop Work Authority：作業停止制度） 
罰する前に作業を中断して再教育、是正できたら作業を再開。 

配管の圧力テストのため侵入禁止のバリケー 

ドがされている中で別の作業を行っていた。 

ＳＷＡを発令し、作業員を外へ追い出し、再指 

導した。SIMOP（同時作業）の禁止。 

メーカーエンジニアと作業員が、フェースシー 

ルドを着けずにグラインダー作業をしていた。 

ＳＷＡを発令し、作業中断。二人を指導の上、 

フェースシールドを着けさせた。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは作業停止命令(Stop Work Authority)の例です。
これも日本の造船所では余り見ないかも知れません。
本船では船主監督にもＳＷＡの権限を与えてもらってます。

左の写真：高所でのペイント作業を、足場板なく、安全帯もつけず作業をしていました。SWAを発令し、足場板を設け、フルボディハーネスをつけさせてから、作業を再開させました。

右の写真：タンクの中で一人で掃除をしていました。SWAを発令し、班長を呼び、注意喚起したあと、作業許可証を取ってから、作業を再開させました。

不安全行為や不安全環境などのルール違反があり、事故を起こす危険があると思われた場合、注意だけに留めず、作業そのものを中断させます。
作業員を指導し、安全を確保した上で、作業を再開させます。
罰するのではなく、現場で指導して、安全意識を促すことに大きな意義があります。




Ｂ．Good Practice：③フルボディハーネス 

左：足場作業者は２丁掛けのフルボディハー 

   ネス、６Ｍ以上の高所で使用 

下：全員フルボディハーネス着用 

28 



Ｂ．Good Practice: ④PPE（安全保護具） 

左：韓国の造船所の安全手帳より 

安全メガネ（with side protection）、フルボディハーネス 

下左：中国のＬＮＧ船建造 

    グラインダー作業にはフェースシールド着用 

下右：注意喚起ポスター（安全メガネ着用キャンペーン） 
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Ｂ．Good Practice: ⑤足場  

・支柱やハンドレールは鋼管（４８mm径、単管） 

・幅木 (Toe Board)        

・クランプによる確実な固縛      

・毎日の点検結果を掲示 (Scaff Tag:緑色) 
・架設、解体中は赤色タグ（昇降禁止） 
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下：舷側作業の足場にはネット展張 

Ｂ．Good Practice：⑥舷側の足場、桟橋 （安全ネット） 

下：乗下船桟橋にネット展張  

下：保安室（乗下船者の管理） 
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Ｂ．Good Practice：⑦安全通路、バリケード 
電線の空中敷導、係船デッキの通路、足場の仮置き（赤白の旗とロープがバリケード） 

塗装区域のホットワーク禁止、爆発注意、足場作業中 
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韓国系の中国の造船所：前後輪のカバーと塗装。前進、後進ともに警告灯と警告音。 

最近では、夜間目立つようにベルト状のLEDライトを車体に貼りつけている造船所もある。 

Ｂ．Good Practice：⑧フォークリフト 
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配電箱のドアは普通の鍵 
 

内部はプラスチックバー 

により感電防止 

Ｂ．Good Practice：⑨電気作業、ＬＯＴＯ 

左： 

機関室配電盤には 

LOTOシステムを導入  

(Lock Out / Tag Out) 
 

右： 

配電箱ドアは南京錠 

34 



Ｂ．Good Practice：⑩緊急時の安全、その他 

左：ドックサイドや岸壁に 

は救護用バスケット  

(Rescue Basket) 

右：要所には緊急時の集 

合場所、電話番号、担当 

者の掲示 

左：通い箱には自重、制限荷重を表示。 

中：ガスマニホールドの識別、リークテスト石鹸水 

右：チェリーピッカー内に消火器装備 
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ヒュームの放置は、健康被害、環境悪化（内業工場の汚損、照度低下、暗い雰囲気）をもたらす 

ヒュームの捕集は、品質にも大きく貢献する（塗装前の下地処理作業の低減） 

Ｂ．Good Practice：⑪切断定盤ヒュームの改善 

上：Before （ヒュームへの問題意識なし、メンテナンスいい加減） 

☆改善：ファン増強、吸込み口拡大、定盤の歯を新替え、吸引ダクト掃除、フィルター新替え、等 

下：After （定期的メンテナンスプラン作成） 
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左：「スイスチーズモデル」 ：事故はいくつかの要因が偶然つながった時に発生。 

   穴の開き方の異なるチーズ（安全対策）を重ねるとリスクが小さくなる。 

右： 「5S活動」： 日本の文化が中国にそのまま移植されている。 

Ｂ．Good Practice：⑫啓蒙活動 （大型看板） 
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中国のブロック製造工場（韓国系） 

三定（定量、定品、定位） 

５Ｓ （整理、整頓、清掃、清潔、躾） 

安全生産は効率を高める 

緊急連絡先 

安全点検色（吊り具） 

５Ｓ （整理、整頓、清掃、清潔、躾） 

安全注意の標識（１０種） 

Ｂ．Good Practice：⑫啓蒙活動 （大型看板） 
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Safety 

is a 

Core Value. 

Do it Safely. 

Nobody gets hurt. 

All return home safely. 

All work together as a Team. 

No Safety, No Quality, No Schedule. 

Quality ships can not be built without Safety. 

Ｂ．Good Practice：⑫啓蒙活動（安全標語） 

安全 

は中核 

ご安全に！ 

誰もケガさせない 

今日も無事故で帰宅 

みんな一緒にチームワーク 

安全なくして品質なし、工程なし 

高い品質の船は安全なくして造れません 
 

ご清聴ありがとうございました！ご安全に！ 

安全に妥協なし、 

安全に近道なし 

事故なし、 

ケガなし 
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